
会   議   録 

会 議 名 山陽小野田市図書館協議会 

開催日時 平成２８年２月１７日（水）午前１０時から１２時 

開催場所 山陽小野田市立中央図書館 第１会議室 

出 席 者 
江中幸夫委員、石原さやか委員、鈴木康一委員、萬代聰子委員、中村明

美委員、山本桂子委員、植田眞理子委員、香川真澄委員 

欠 席 者 神徳良信委員、川上富士子委員 

委 員 数  10人 

出席者数   8人 

欠席者数   2人 

事務担当課 

及び職員 

江澤正思教育長  

社会教育課 和西課長 

中央図書館 山本館長、川上副館長、銭谷主任 

厚狭図書館 山根館長、金子主査               7人 

会議次第 １ 辞令交付 

２ 教育長あいさつ 

３ 委員紹介、職員紹介 

４ 正副会長の選出 

議事 

５ 平成27年度事業報告について 

  報告 (1) 中央図書館の事業報告について 

(2) 厚狭図書館の事業報告について 

６  平成28年度事業について 

     (1) 重点目標について 

７  その他 

会議結果 ○事務局より、山陽小野田市図書館協議会規則第３条第２項の規定によ

り図書館協議会の会議の成立を報告。   

○議事 

平成 27年度事業報告について 

事務局から、平成 27年度中央図書館、厚狭図書館の事業経過について

報告。 

質疑事項 

委 員：中央図書館開館 20周年記念事業報告の「図書館で合コン」に

ついて、図書館利用者の年齢層で若者が少ないので意義があ

ると思うが参加者をどうやって募ったのか。 

事務局：図書館行事アイデアバトルで市民から出たアイデア。本を中

心にして１対１でペアを変えながら話すので気持ちが通じ

る。参加者には、記念のスイーツ、カップル成立した場合、

日帰り入浴券と食事券と図書館での挙式権をプレゼントと

し、話題となった。１組カップルが成立した。毎年行うかは、



検討する。 

委 員：レファレンスについて。 

事務局：件数は年報に掲載のとおり。（図書館年報 平成 26年度 P.24）

当館で解決できないものは、県立図書館、国会図書館へ相談

する。市内のレファレンス事例集を蓄積しデータベース化し

たものをいずれ公表したい。 

委 員：新厚狭図書館について、旧図書館は郷土史料室があったが、

どうなっているのか。 

事務局：以前は県の指定文化財があり管理上の問題で部屋に鍵をかけ

ていたが、このたびから陳列ケースを 2 つ置いて来館者誰で

も見てもらえるようになった。中身を定期的に交換していく

ことを検討してきたい。 

委 員：書庫の中のものは見れるか。 

事務局：箱にしまってあり、見ることはできない。 

委 員：両館とも多くのイベント開催などで努力しているが、図書購

入費が少ないので増額して欲しい。 

事務局：例年、予算要求しているが難しい。配分は図書館でしている。 

平成28年度重点目標について 

平成 28 年度の重点目標（案）、活動方針（案）（中央図書館・厚狭図

書館）について説明。 

 委 員：マタニティブックスタート、マタニティ絵本カフェについて。 

 事務局：マタニティブックスタートは、妊婦向けで絵本でゆったり、

いい時間を過ごして欲しいと絵本２冊のうち１冊をプレゼン

トしている。マタニティ絵本カフェは、フォロー事業でお茶

を飲みながら雑談を含めママ友づくりの場として役立ってい

る。（来年度からは子育て絵本カフェとする。） 

 委 員：高齢者向けサービスは何が期待できるか。 

 事務局：大活字本などの提供になると思うが発展途上中のサービス。

厚狭図書館では既に行っているが独居老人へのサポートも１

つのテーマとなりうるが、限られたスタッフでどこまででき

るかすぐには解決が難しい。 

 委 員：障害者サービスについて。 

 事務局：ホームページ上に障害者サービスの窓をつくり、ＤＡＩＳＹ

など障害者向けの資料のリストを見られるようにしたい。既

にある機器の活用法を考える。学習障害の人用のＬＬブック

というわかり易い資料も充実させたい。 

 委 員：非正規職員の割合について。 

 事務局：当市は４分の３が非正規職員、山口県内は割合が高い。全国

では６割が非正規職員。非正規職員は雇用止めが問題となる

が、当市は更新ができる。待遇については、長い目で改善し

ていきたい。 

 委 員：図書購入費の少なさを実行委員会形式でイベントなどの売上



げでサポートする仕組みづくりを。 

 委 員：書庫の中の東洋文庫など特色ある文庫の公開を。 

 事務局：図書購入費が少なく高価な本の購入の優先順位が下がってい

るので以前ほど購入ができてない。 

 委 員：相互貸借の広がりについて。 

 事務局：年報に掲載のとおり（図書館年報 平成 26年度 P.23）活発

に行っている。 

 委 員：学校司書が常勤で全校配置なので子どもたちが楽しみにして

いる。学校司書は中央図書館で中身の濃い研修をしている。 

委 員：大学図書館は世界中の図書館とつながっているので、特殊な資

料は、相談してほしい。中央図書館で開催してるサイエンスカ

フェで一般の人にわかり易く話すことの難しさを感じた。テー

マ、方法についても要望を出して欲しい。         

以上 

 


